
様式 4

熊本 リハビリテーション病院を受診された患者様ヘ

当院では下記の臨床研究を実施しております。

本研究の対象者に該当する可能性がある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の研究責任者へお問い合わせください。

※承認番号 身体φ―ま/

研究課題名 便秘薬使用状況の実態

当院の研究責任者 所属 :薬剤部 職名 :薬剤師 氏名 :中 香子

他の研究機関及び各施設の

研究責任者

本研究の目的

2023年便通異常症診療ガイドラインが約6年ぶりに改訂された。改訂によリオ斤楽が治

療フロチャートに加わり新薬の使用推奨、また刺激性下剤は習慣性 。依存性を避けるため

頓用 推奨とされた。本研究では回復期 リハビリテーション病棟での便秘薬の使用状況

を把握し、今後の便秘薬使用について共有できることを目的とする。

調査データイ既要期間 2026年   4月 2026年   7月 予定 (便秘薬使用者が100人 程度になれば終了予定)

研究の方法

○対象となる患者様

回復期 リハビリテーション病棟の患者で入院50日 目となる患者を対象に、電子カルテ

より服用数 。種類の情報収集を行う。持参薬と当院で使用開始となった便秘薬に関

し、種類別使用割合を把握し、評価を行う。また抗コリン薬の使用有無を確認し、便

秘に与える影響を検討する。

○利用する情報/項目

年齢・性別・診療科・主治医・便秘薬の使用有無 。便秘薬の服用

内容

個人情報の取 り扱い

試料/情報の他の研究機関への

提供及び提供方法

利益相反 本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業はありません

お問い合わせ先
熊本リハビリテーション病院

096-232-3111(代表) 担当者 :

薬斉」師

中 香子

備考
研究に同意 しないこと又は同意を撤回することによって不利な扱

いを受けることはありません。


